Panasonic 

取扱説明書 
スピーカー システム 


— ' 一 

SB - FS 100 


S 巨 - PC 100 SB - WA 101 


防磁設計 I 社団法人電子情報技術産業協会 （ JEITA ) の 
技術基準に適合したスピーカーシステムです。 
( SB - FS 100/ SB - PC 100) 



このたびは、スピーカーシステムをお買い上げいただ 
さ、まことにありびとラございました。 

■この取扱説日月書をよくお読みのラえ、正しくお使いく 
ださい。 特に「を全上のごま意 J (13 〜14ぺージ) 
は、ご使用前に必ずお読みいただき、ま给こお使いく 
ださい。 

お読みになったあとは、保証書と一緒に大切に保管し、 
必要なとさにお読みください。 

■保証書は、「お買い上げ曰-販売店名」などの記入を 
必ず確かめ、販売店か日お受け取りください。 
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■スピーカーシステム S 己- TP 100 の構成 


スピーカー システム 

S 己- FS 100 X 4 台 

スピーカー システム （ SB - CW 100) 

S 己 - PC 100 X 1 台 

SB - WA 101 XI 台 


•スピーカーシステム （ SB - FS 100) は4台とも同じ 
です。 


フ□ント（左、ち）、サラウンド（左、ち）スピーカ 
一として ご使用ください。 

•スピーカーシステし ( SB - PC 100) はセンタースピ 
一力一としてご使用ください。 

•アクティブサブウー八一 ( SB - WA 101) はサブゥー 
八一としてご使用ください。 


保註 書 別添付 I ( 上手に使って上手に節電） 
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付属品 • 部品の確認 

0\ まず最初に付属品-部品を確かめてください。 

SB - FS 100 S 己- PC 100 /S 己- WA 101 

電源コ_ド 

クッシヨンの側面にあります。 



付属の部品は、をスピーカーシステムに取り付けるための 
専用部品です。この取り付け LU 外にはご使用でさません。 


SB - FS 100 用 

□スピーカーコード（約4 m ).. 

( REE ] 247 A )* 

□スピーカーコード（約] 0 m ) 
( REE ] 2470* 


2本 



□スタンドベース . 4個 

( RYQ 0 已9己-3)女 

□スタンドベース取り付けボルト ......] 己本 

( RHD 40028)* 

□六角レンチ（工具） .] 本 

( RHQ 009]- K)A 

□底面カバー . 4個 

( RGK 1 982- S )* 

□スぺーサー . 8個 

( RKA 0]82- H )* 

□ナイ□ンクランプ . 4個 

( RMR 1 已 03- W )^ 

□ナイ□ンクランプ取り付けネジ ....... 4本 

( XTW 3+1 OJFN )^ 



SB - PC 100 用 

□スピーカーコード（約4 m ) 
( REE ] 247 A )* 



□ゴム足 .] シート （4 個） 


□専用台取り付け金具... 

( RFE 01 88)女 
□専用台取り付けネジ ... 

( XSB 4+1 2 FN )* 
□スピーカー取り付けネ: 
(XSB 已十] 2 FN )^ 

SB - WA 101 用 

□電源コード . 

( RJA 001 2-口女 
□ピンコード（約已 m ).. 
( RJL 1 P 01 已 B 已 □)★ 


り固 

□ 

2 本 

011111 D 

2 本 

悼 1 面皿) 

け 1 


1 本 1 



付属品の買い替えは、お買い上げの販売店へご相談ください。 
() 内は買い替え時の品番です。 

品葡ホ20□已年12月現在のものです。 


付属品は販売店でお買い巧めいただけます。 

★印はパナソニックグループのショッピングサイト 
「パナセンス」でちお買い巧めいただけます。 

(☆印は r パナセンス」では取り扱っていません。） 


P 巡ク ews ぇ http://www.sense.panasonic.co.jp 


設置のしかた 

■よりよい音響効果を得るための設置 

スピーカーの設置方法によっては、低音の量や音像定 
位など、音質び変わる場合びありますので、 L ソ下のこ 
とを参考にして設置して<ださい。 

•平日で安定した場所に設置してください 
•床、壁、コーナーに近づけて設置すると低音び増え 
ます 

. 堅い壁やガラス窓には、厚地のカーテンなどを掛け 
ることをおすすめします 

•フ□ントスピーカーを視聴位置に向けると、よりク 
I 」アーな音質になります 


■設置上のお願い 

次のような設置場所は避けてください 

• 直射日光のあたる場所など温度び高いところ 

• 振動の多いところや湿気のをいところ 

磁気の該響を受けやすいものは、近づけないでください 

スピーカーの磁気の影響で、キャッシュカードや定期 

券、時計などび正しく働かな<なることびあります。 

テレビに色ムラが生じた場合、テレビとの距離を離す 
( SB - FS 1 00 / SB - PC 1 00) 

.本機は、テレビとの近接使用び可能なスピーカーシ 
ステムく防磁設計 ( JEITA ) ですび、設置の仕方 

によっては、色ムラび生じる場合びあります。その 
場合は、一度テレビの電源を切り、]已分〜30分後 
に再びスイッチを入れてください。テレビの自己消 
磁機能により、画面への影響び改善されます。その 
後ち色ムラび残るよラな場合には、スピーカーを要 
に離してご使用ください。 

• 近くに磁石等磁気を発生するちのび置かれている場 
合には、本機との相互作用により、テレビに色ムラ 
を発生する場合びありますので、設置にごミ主意くだ 
さい。 

•テレビの種類や画面の大ささによっては、画面へ影 
響する場合びあります。テレビか日離してご使用く 
ださい。 

※「防磁設計 ( JEITA ) 」とは社団法人電モ情報技術産 
業協会 ( JEITA ) の技術基準に適合したスピーカー 
システムです。 


アクティブサブウー八一 ( SB - WA 101) は、防磁設計 
ではありません。 


テレビやパソコン等の近くに置かないでください。 





















I 設置例 


視聴位置か日フ□ント ©©/ センター®/サラウンド® @の各スピーカーを同じ距離に設置するのび理想です。 
なお、角度はあくまでち目安です。 

センタースピーカ ー (@ : SB-PC100) 

テレビの真上か真下に設置してください。ただし、直接 

, _ テレビの上に置くと、振動によりテレビ画面び乱れるこ 

I っ A 二 .一一 VS_,I_ とびありますのでラックや棚などに設置してください。 


アクティブサブウーハ ー (@ : SB - WA 1 Q 1) 

後面側に已 cm じ(上の空間び空くよラに設置し 
てください。 

置く場所によつて低域の周波数特性び変化し 
ます。部屋の隅に置<と音量び増加します。 
•壁掛けでさません。床に置いてください。 


次の設置方法ができます。 （に尹7ページ） 

• 台や床に置く設置びでさます。 

• プラズマテレビ専用台に取り付けびでさます。 
• 壁掛けびでさます。 


3〇°_^. 30° 




フ□ン トス ピーカー 
(©左、©も： SB - FS 100) 

テレビの左ちに設置してください。 

次の設置方法ができます。 

(風4〜6ページ） 

• スタンドタイプに組み立て•設 
置びでさます。 

プラズマテレビなどに合わせ高 
さ調節びでさます。 

• 壁掛けの組み立て-設置びでさ 

9—0 



、、、-1200 パ' 
*■*> - _ _ ■ — 


サラウンド スピーカー 
(® 左、@も： SB - FS 100) 

視聴位置の左ち横またはやや後ろに設置してください。 

次の設置方法ができます。 （ Cg =4 〜6ぺージ） 

• スタンドタイプに組み立て-設置びできます。 

高さ調節びでさます。 

•壁掛けの組み立て-設置びでさます。 


■サラウンドバックスピーカー© (別売）を設置する場合 


•サラウンド スピーカー (® 左、 @ も： SB - FS 100) 

視聴位置の左ち横に設置します。 

•サラウンドバックスピーカ ー(® : SB - PC 70 A ) (別売） 

] 台の場合：視聴位置の真後ろで、] m ほど高く設置してください。 
2台設置する場合：視聴位置の3ぴ後方で、] m ほど高く設置して 
ください。 



♦付属品•部品の確認♦設置のしかた 
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組み立て • 設置について 


フ□ントおぶびサラウンドスピーカー （ SB - FSIOO ) を 
スタンドタイプに組み立てる 


•スピーカー本体前面のネットに無理な力を加えないでください。前面のネットは取り外しびでさません。 

•包装ケース内のクッションを下に敷くと安定した作業びでさます。スピーカー本体のネット側を下向さに置さます。 


使用ずるクッション 

スピーカー 本体巧 
LEFT (左)クッシヨン 
2個(上と下） 


スタンドベース用 


スピーカー 本体 


クッションの敦さかた 


クッシヨン]個 ^ 

(左ち、上下のいずれか ）/" NC 



LEFT クッシ ヨンスタンみ-ミち 


傷付さ防止のため必ず布などを敷いてください。 クッシヨン 

• 各作業でのネジ止めは、ゆるみのないよラしっかり締めてください。スタンドベース取り付けボルトおよび高さ調整 
ボルトは、付属の六角レンチ（工具）で作業します。六角レンチは紛失しないよう保管してください。 



スタンドべース（付属）をスピーカー本体に取り付ける 

① スタンドべースをスピーカー本体のスタンドに差し込む 

② スタンドべース取り付けボルト4本（付属）でスタンドべースを取り付ける 
•交互に締め、最後にしっかり締める。 



2 スピーカー高さをミ夫め、高さ調壁ボルト （2 本）を締める 

お買い上げ時のスピーカー高さは、 （ MIN ) 設定されています。 

高さ調節は、下図のよラに置いて行ってください。 

① 高さを調節する 

高さ調壁ボルト （2 本）を約半回転ゆるめて、スタンドベースを移動する 

(高さ調整ボルトは取り外さないでください。） 

• ご使用のプラズマテレビなどの高さに合わせると、よりよい効果び得日れます。 

高さ調節範囲：1，183 mm ( MIN ) -1,428 mm ( MAX ) 

③ 高さ調壁ボルトを交互に締め、最後にしっかり締める 
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(約 4—") 


□瑜-□力 m で-ド 


取0付けボ^を 


組み立て/接続に 

お雪な 

付属品 • 部品 


33333 


□ ナイ□ンクランプ 


□ ナイ□ンクランプ 
取り付けネジ 

0™ 


□ 六角レンチ （工具） 


スピーカーコード（付属）を端子に接続する 

スピーカーコードの色をご確認の上、正しく接続してください。 
誤った接続をすると故障の原因になります。 

• スピーカーコード（約4 m ) :フ□ントスピーカー用 

スピーカーコード（約] 0 m ) :サラウンドスピーカー用 

端子の穴が見えるまでつまみを回してゆるめ、端子の上からお 
線を差し込んで、つまみを締める 

• お線の先端をかし巧げて差し込んでください。 L 1 
• 端テの巧か日お線び出た状態でつまみを締めてください。 

刷— 

• スピーカーコードの銅色側 (+) と銀色側（一 ） は絶巧 
にショートさせないでください。 



スタンドベース底面 


銀色繫 

(4 錢％軍側) 


4 


コードをスタンドべース底面に固定する 




面倒防止用ワイヤーを取り付けるには 


取り付け例 


ナイロン- 

クランプ 

咐属） 


ナイ□ンクランプ 
取り付けネジ（付属） 


金具（市販） 


ネジ（市販） 


カットワイヤー（市販） 


■墨— 

取り付ける壁およびネジ（市販）には、4已 k 旨じ(上の 
重量を支えられる強度び必要です。施工業をの方など 
にご相談ください。 

《3己 mm じ(上の長さのネジ下記）は、木製の柱に 
取り付ける場合です。それじ(外の場合は、必ず4已 kg 
じ(上の重量を支えられるよラに取り付けてください。 


35 mmL ソ上※ 

07.0 -9. 4 mml 

ネジ（巿版)^ 



04 mm 


♦組み立て•設置について 
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組み立て • 設置について 

フロントおよびサラウンドスピーカー （ SB - FS 100) を壁掛けする 

•スピーカー本体前面のネットに無理な力を加えないでください。前面のネットは取り外しびでさません。 

•包装ケース内のクッションを下に敷くと安定した作業びでさます。スピーカー本体のネット側を下向さに置さます。 
(11:^4 ページ） 

傷付さ防止のため必ず布などを敷いてください。 

• 各作業でのネジ止めは、ゆるみのないよラしっかり締めてください。 

高さ調整ボルトは、付属の六角レンチ（工具）で作業します。六角レンチは紛失しないよラ保管してください。 
•取り外した部品は、保管してください。 


組み立て/接続に 

必要な 

付属品 • 部品 


(約4 m )'' 



□ スピーカーコード 

(約10 m ) 



□底面カバ'- 



□ スペーサー 

夕 


江具） 



1 スピーカーコード（付属）を端子に接続 
する 

己ぺージの手順3を参照してください。 


2 スピーカー本体背面の上側と下側①カバ 
一を取りがし、下側カバー部のストッパ 
ーネジ （2 本）を取りがす 

• 壁掛け時 L ソ外は外さないでください。 
スピーカー本体の最ル高さをミ夫めるストッパーです。 

3 スタンドを本体内部へ収納し、固定する 

① 高さ調壁ボルト （2 本）をゆるめる 
② スタンドを本体下部の奥まで巧し込む 
③ スタンドが戻5ないように本体の奥まで押し 
当てなが5、高さ調壁ボルトに本）を締める 

•交互に締め、最後にしっかり締める。 


底面カバー（付属）を本体下部にはめ込む 

① コードを底面カバーの側面か日出して、底面 
カバーを差し込む 

② 底面カバーを本体にはめ込む 

^スぺーヴー(付属）を貼り、壁に掛ける 

v«y .スペーヴーは カバ—部の下 （2 圏所）に貼って 
ください。 

刷〜 

取り付ける壁およびネジ（市販）には、2已 k 旨 L ソ上の 
重量を支え日れる強度び必要です。施工業をの方など 
にご相談ください。 

《3已 mm じ(上の長さのネジち記）は、木製の柱に 
取り付ける場合です。それじ(外の場合は、必ず2已 kg 
し U 上の重量を支えられるよラに取り付けてください。 

■壁掛けしたスピーカーシステムをスタンド 
タイプに組み立てるには 

① 上記手順を逆に行い、お買い上げ状態に戻す 

• 手順2のストッパーネジは本体内部のネジ巧へ 
締める。 

③ スタンドタイプに組み立てる （ tt ^4 〜日ページ） 


• スピーカーコード（約4 m ) -フ□ントスピーカー用 
スピーカーコード（約]日 m ) :サラウンドスピー カー 用 







センタースピーカー （ SB - PC 100) を取り付ける 

•スピーカー本体前面のネットに無理な力を加えないでください。前面のネットは取り外しびできません。 
• 平日な面の上に置さ、傷付さ防止のため必ず布などを敷いてください。 

•各作業でのネジ止めは、ゆるみのないよラしっかり締めてください。 


組み立て/接続に 

必要な 

□ スピーカーコード 

□ ゴム足 □ 専用台 

□専用台 

□ スピーカー 

(約 4 m ) 

取り付け金具 

取り付けネジ 

取り付けネジ 


閣 門 

の U j 

(ネジ径 ： 4 mm ) 

(ネジ径：已 mm ) 

付属品 • 部品 


031 ms 

陆陋皿） 


■台や床に置くときのゴム足（付属）取り付け 

振動による移動や転倒を防ぐために、設置する底面の 
四隅にゴム足を貼ってください。 


名 




■プラズマテレビ台に取り付けるには 

当社2006年4月発売じ(降のサイドスピーカータイプのプラズマテレビ （37 〜已8インチ）に対応するプラズマテレビ台 
に取り付け対応*しています。アンダースピーカータイプのプラズマテレビに対応するプラズマテレビ台、および上記の 
プラズマテレビ台じ(外には取り付けでをません。 

※取り付け仕様は変更する場合びあります。 

37〜已8インチプラズマテレビ台への取り付け 

① 専用台取り付け金具（付属）を専用台取り付けネジ 
2本（付鼠でプラズマテレビ台に取り付ける 

② センタースピーカーをスピーカー 取り付けネジ2本 
(付属）で専用台取り付け金具に取り付ける 

スピーカーび水平になるように取り付けてください。 専巧台由り付け金具（付属） 


37〜己8インチプラズマテレビ台後部上面 



プラズマテレビ台 TY - S 己 8 PX 600への取り付けは 

① プラズマテレビ台の背面コードカバー取り付けネジ 
(3 箇所）をゆるめる 

② 専用台取り付け金具（付属）を背面コードカバーの 
裏側へ差し込み、専用台取り付けネジ2本（付属） 
でプラス'7テレビ台に仮止めずる 

③ 背面コードカバー取り付けネジと専用台取り付け 
ネジを交互に締める 

④ センタースピーカーをスピーカー 取り付けネジ2本 
(付属）で専用台取り付け金具に取り付ける 

スピーカーび水平になるよラに取り付けてください。 


TY - S 己 8 PX 己00プラズマテレビ台後部上面 

背面コードカノ(一取り付けネジ①，③②，③ 



背面コードカバ- 


P'un/ 専用台取り付け 
じこ i 金具（付属）を背 
面 コードカバーの 
裏側へ差し込む . 


上記プラズマテレビ台 L ソがの専用台へは 

専用台のガラス棚上段に置いてご使用ください。 

■壁掛けするには 

ゴム足咐屬は壁に接触する面の四隅に貼ってください。 

■a 刷 — 

取り付ける壁およびネジ（市販）には、] 0 k 旨 L ソ上の 
重量を支えられる強度び必要です。施工業をの方など 
にご相談ください。 

《30 mm し U 上の長さのネジ （ C 5= ち記）は、木製の柱に 
取り付ける場合です。それ LU 外の場合は、必ず10 kg 
し U 上の重量を支え b れるように取り付けてください。 



107.0 -9.4 mm 
7-9 


ネジ（市販） 


スピーカーコード （付属） の 接続 

スピーカーコードの色をご確認の上、正しく接続してください。誤った接続をすると故障の原因になります。 


端子の穴が見えるまでレイを f 甲し、お線を差し込んで離す 

•a 駆 W 

• スピーカーコードの銅色側 (+ ) と銀色側(一）は絶巧 
にショートさせないで< ださい。 





♦組み立て•設置について 
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□電源コード □ピンコード 



アンプへの接続のしかた 

アクティブサブウー八一 ( SB - WA 101) を接続する 

■接続でさるアンプ 

サブウー八一苗のピンタイプ出力端子を備3た-アンプ（別売）に巧続でホまず。 このアンプ L ソ外の機器には接続で 
さません。 

■接続 

• 接続の前にアンプの電源を切ってください。 

• 全てのコードを接続した後に、電源コードを接続してください。 
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にな品 
続要属 
接必付 
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フ□ントおよびサラウンドスピーカー （ SB - FSIOO )、 

センタースピーカー （ SB - PCIOO ) を接続する 

■接続でさるアンプ 

本機のインピーダンスと許容入力に適合したアンプ（別売）び必要です。 

.本機のインピーダンス：己0 
• 本機の許容入力:100 W ( RATED ) 《 

下記を格に摘合した-アンプに巧続でホます。 このアンプじ(かの機器には巧続でホま甘ん。 

• インピーダンスび己0のスピーカーに適合したアンプ 

•定格出力び] 00 W (インピーダンスび己 n のとさ）またはそれじ(下のアンプ 

この定格じ(上のアンプを使用すると、過大入力による異常音び発生したり、アンプやスピーカーび破損したり、乂 
災の危険び生じる場合びあります。ちし、破損び生じたり演奏中に異常び生じたとさは、システムの電源コードを 
巧いて専門のサービスマンにご相談ください。 

なお、アンプによっては複数の定格出力を記載しているちのびありますのでよくご確認ください。 

※国際電気標準会議 （ IEC ) の基準に準拠した定格入力値を表しています。 

■接続 

•接続の前にアンプの電源を切ってください。 



• スピーカーコードを接続した状態でスピーカーを移動しないでください。ショートなどの原因になることびあります。 
•スピーカーコードの配線処理ホ、束ねてひもでくくるなどして、確実に行ってください。 


♦アンプへの接続のしかた 
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アクティブサブウー/ \一のほいかた 

アクティブサブウー八一は、人のちび低音域において方向感覚を感じにくいことを利用し、重低音をモノラルで再生 
します。 

スピーカーシステムと組み合わせると、低音域び増強されます。 



[電源]を押して入"にする 

•電源び入り、電源ランプび点灯（緑色）します。 

接続したアンプなどを操作して音を出し、 

フ□ントスピーカーなどの音量を調節する 

• アンプ等の取扱説明書をご覧ください。 

■が卸— 

アンプ側で化ちを階補し调ざないでくだ7^い。 

アンプ側で低音を増強すると音びひずみやすくなります。 

(お知 5 せ） 

アンプのボ U ユームを最ル位置にした状態、またはア 
ンプからの信号びない状態び約8分間 L ソ上続いた場合 
には、自動的に入力待機状態（電源ランプは赤色に点 
灯）になります。アンプのボ U ユームを上げたとさ、 
またはアンプか日の信号び入ると自動的に動作状態 
(電源ランプは緑色に点灯）になります。 

但し、接続するアンプか日のノイズ等の影響により動 
作状態を継続する場合びあります。 


[□-パスフイルター]を回して、 

本機び再生する周波数領域を調節する 

•周波数特性変化ち記）を参考にしてください。 
• 接続したアンプで、サブウーノ \一の周波数領域を調 
節する場合、本徽ホ"200 Hz " に設定してください。 


[音量]を回して、 

本機の音量（低音）を調節する 

•最ル位置"ル"か日徐々に回し、フ□ントスピーカ 
一などとノ（ランスび取れるよラに低音びひずまない 
範囲で調節してください。 

•レベル変化ち記）を参考にしてください。 

本機とフ□ントスピーカーの音のつなびりび不自然なときは 

[位相]を押して、位相を切り換える 

正：入力信号と出力の位相び同じ 
■■■逆：入力信号と出力の位相び逆 


■2 チヤンネルステレオ音楽再生などのときは 

マルチチヤンネル映画ソース再生時のアンプと本機 
の設定では低音び出過ざる場合びあります。 

アンプ側でサブウーハーレベルを下げてください 

また、本機の[□ーパスフィルター]の周波数を下 
げるとより自然な音質び得日れる場合びあります。 


■終わるときは、曜源]を押して"■■■切"にずる 

•再度使用するときは、區源]を巧して入"に 
するだけで調節の必要はありません。 
•スピーカーの設置を変更した場合は、再度調節を 
やり直してください。 
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1. 「初期設定」モードで FILTER FRQ を選び、決 
定する 

2. 低域フィルターの周波数を選び、決定する 
選択周波数：] 00 

(100 HzL ソ下の低音域をサブウー八一 
に出力） 


•サラウンドバックスピーカーを]台接続時 
アンプのサラウンドバック"左"端子に接続してく 
ださい。ページ） 

• サラウンドバックスピーカーを2台接続時 
アンプのサラウンドバック"左"と"ち"端テに接 
続してください。 


20 50100 200 5001000 Hz 


20 50100 200 5001000 Hz 


■ [□-パスフイルター]による周波数特性変化 


本機を接続ずる推奨アンプの 
設定について 

当社の AV コント□-ルアンプ SU - XR 已7 (別売）の場合 

下記設定を行ってか日ご使用ください。 

• AV 〕 ント□—ルアンプ SU - XR 已7の取扱説明書「ア 
ンプの設定をする」をご参照ください。 


1 . 「初期設定」モードで "SPK SEE " を還び、決定 
する 

2. 設定するスピーカーを選び下記)、決定する 

3. 設定を変更し下記)、決定する 

4. 設定を終える 


■ [音量]によるレベル変化 




. . . 



低域フイルターの設定 


設定ずる スピーカー 

設定項目 

SUBW (サブウー八一) 

YES (接続している） 

LR (フ□ント） 

SMALL 

C (センター） 

SMALL 

S (サラウンド） 

SMALL 

SB (サラウンドバック） 

NONE (接続していない） 

1- SPK (1 台接続時） 

2- SPK に台接続時） 


♦本機を接続ずる推奨アンプの設定について 
♦アクティブサブウー八—の使いかた 




うグ三出邮 CAP 
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まな仕様 


Iスピーカーシステム （ SB - FSIOO ) 


型式 

使用 スピーカー 
ウー八一 
ツイーター 
スーパーツイーター 
イン ピー ダンス 
許容入力 (IEC) 

出力音圧レベル 
ク□スオーバー周波数 
再生周波数帯域 


3ウェイ4 スピーカー システム 
パスレフ型 

8仁 m コーン型 X2 
2.已 cm セミドーム型 
1.2 cm ドーム型 
6 Q 

200 W (MAX) 
100 W (RATED) 
82. 已 dB/W (1.0 m) 
2.7 kHz, 20 kHz 
80 Hz 〜] 00 kHz (-16 dB ) 
]]0 Hz 〜 90 kHz (-10 dB) 
寸法（幅 X 高さ X 奥行） 

296 mmx 1183 mm (MIN ) 〜 
1428 mm (MAX) x2 己已 mm (スタンド含む） 
126 mm x 1148 mm x 己 7 mm (壁掛け時） 
質量 約 8.2 k 邑（スタンド含む） 

約 4.2 kg (壁掛け時） 

■スピーカーシステム （ SB - PCIOO ) 


型式 

使用 スピーカー 
ウー八一 
ツイーター 
イン ピー ダンス 
許容入力 (IEC) 

出力音圧レベル 
ク□スオーバー周波数 
再生周波数帯域 


3ウェイ已 スピーカー システム 
パスレフ型 

已 cm コーン型 X4 
2.已 cm セミドーム型 
6 Q 

200 W (MAX) 
100 W (RATED) 
82 dB/W (1.0 m) 
3 kHz, 4 kHz 
90 Hz 〜已〇 kHz (一]己 dB ) 


寸法（幅 X 高さ X 奥行) 
質量 


]2已 Hz 〜4已 kHz (-10 dB ) 
432 mmx 巳巳 mmx 105 mm 
約1 .8 kg 


ほ用上のお願い 

■音量を上げすぎたり、大きな音量で連続使 
用したりしないで<ださい 

音びひずみ、スピーカーの特性び劣化したり、寿命 
び極端に短くなる原因になることびあります。 

■通常の使用時でをむ下のような場合は、ス 
ピーカー破損の原因になることびあります 
ので、音量を下げてご使用ください。 

• 再生音びひずんだとさ 

•マイクやレコードプレーヤーの八ウ U ング音、 FM 放送 
の局間ノイズ、発振器や正を波信号などのテストディ 
スク、電子楽器など、大さな信号び連続して加わるとさ 
• アンプなどの音質調整をするとき 
• 接続機器の電源ボタンを入/切するとさ 
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■アクティブサブウー八一 ( SB - WA 101) 
参スピーカー部 
型式 


使用 スピーカー 
ウー八一 
出力音圧レベル 
再生周波数帯域 

(アンプ込み） 


1ウェイ] スピーカー システム 
パスレフ型 

17 cm コーン型 
81 dB/W (1.0 m ) 
32 Hz 〜300 Hz (-16 dB ) 
38 Hz 〜 240 Hz (-10 dB ) 


参アンプ部 

定格出力 （全高調波ひずみ率 0.9 〇/〇)100 W (6 n) 

入力感度/入カインピーダンス 300 mV/33 kO 

(RCA ジャック） 

位ホ目切換 正/逆（切換） 


□ーパスフイルター 


已〇〜200 Hz 連続巧変 


•本体総合 

電源 

ミら'琴電力 

寸法（幅X高さX奥行) 
質量 


AC ] 00 V、已0/己0 Hz 
90 W 

162 mmx4 已7 mmx420 mm 
約]1 .3 kg 


入力待機状態での消費電力 


1 W 


を）この仕様は、性能向上のため変更することびあり 

9—0 


rJIS C 61000-3-2 適合品 J 

: JIS C 61000-3-2 適合品とは、日本工業規格 
「電磁両立性一第 3-2 部：限度値一高調波電流発生限 
度値 （1 相当たりの入力電流び20 AL ソ下の機器)」 
に基づさ、商用電力系統の高調波環境目標レベルに 
適合して設計-製造した製品です。 


■保護回路について 

参フ□ント/ブラウンド/センタースピーカー 

本機には保護回路び備わっています。アンプか b の過 
大入力など異常な信号び入ってさたとをは、保護回路 
び働いて自動的に信号入力び遮断されます。 

•再生中、音が急に途切れた日 ••• 

©アンプの音量を下げる 

@再生ソースや接続に異常（ショートなど）びない 
か確かめる 

ちし異常びなければ、数分後に保護回路び解除され 
音び出るよラになります。 

•保護回路が解除された後は ••• 

アンプの音量を上げすざないよラにしてください。 

参アクティブサブウー八一 

本機には保護回路び備わっています。異常に温度び 
高い場所で使用したり、過大な入力信号び入ってさ 
たり、本機内部に異常び生じた場合、保護回路び働 
いて出力を遮断することびあります。 

保護回路び解除されるまでには、]時間ほどかかる場 
合びあります。 

•再生中、音が急に途切れた日 ••• 

0 アンプの音量を下げる 
©本機の電源を切"にする 
©使用場所の温度や接続に異常びないか確かめる 
©異常びあれば原因を解消し、本機の電源を入" 
にする 

•それでも直日ない場合は ••• 

電源プラグを巧いて、販売店にご相談ください。 
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A 警告 

電源コードについて 


電源コード-プラグを破損 
するよラなことはしない 

傷つけたり、加工したり、熱器具に 
近づけたり、無理に巧げたり、ねじ 
ったり、引っ張ったり、重い物を載 
せたり、まねたりしない。 


0 



傷んだまま使用すると、乂災•感 
電-ショートの原因になります。 
•巧くときは、プラグを持ち、ま 
つすぐ巧いてください。 

•コードやプラグの修理は、販売 
店にご相談ください。 


電源プラグは根元まで確実 
に差し込む 


〇 



差し込みび不完全ですと、感電や、 
発熱による乂災の原因になります。 
•傷んだプラグ-ゆるんだコンセ 
ントは使わないでください。 


コンセントや配線器具の定格 
を超える使い方や、交流100 
V むがでの使用はしない 


0 



たこ足配線等で、定格を超えると、 
発熱による乂災の原因になります。 


電源プラグのほこり等は定 
期的にとる 


〇 



プラグにほこり等びたまると、湿 
気等で絶縁不良となり、乂災の原 
因になります。 

•電源プラグを巧さ、乾いた布で 
ふいてください。 

•長期間使用しないとさは、電源 
プラグを巧いてください。 


めれた手で、電源プラグの 
巧き差しはしない 


喔) 

めれ手禁止 



感電の原因になります。 

雷について 

雷び鳴った5、本機やプラグ 
に触れない 


接触禁止 




感電の原因になります。 

もし異常が起こった5 

異常びあったときは電源プ 
ラグを巧く 

•機器内部に金属や水 
などの液体、異物が 
入ったとき 

雷:戶づぅヴ•煙や異臭、異音が出 
く た0、落下、破損し 
たとさ 


そのまま使用すると、火災や感電 
の原因になります。 

販売店にご相談ください。 


まを上のごを意 


必ずお守りください 


お使いになる人や他の人への危害、財産への損害を未然に防止するため、必ずお守りいただくことを、なのよラに説明 
しています。 


■表示内容を無視して誤った使い方をしたときに生じる 
を害や損喜の程度を、次の表示で区分し、説明してい 
まず。 


A 警告 


この表示の欄は、 r 死亡または重 
傷などを負ラ可能性び想定され 
る」内容です。 


へ _この表术の欄は、「傷喜を負つ巧 
/ f \ 胃能性または物的損喜のみび発生す 
る可能性び想定される」内容です。 


I お守りいただく内容の種類を、次の給表示で区分し、 
説明しています。 （下記は絵表示の一例です。） 


このよラな絵表示は、してはいけない「禁 
止」内容です。 

このよラな絵表示は、必ず実行していただ 
く「強制」内容です。 


参ま全上のごま意 

♦まな仕様♦使用上のお願い 
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まを上のご注意 ( 必ずお守り<ださい） 

A 警告 


ご使用について 


内部に金属物を入れたり、水などの液体をか 



ショートや発熱により、乂災•感電の原因になります。 
•機器の上に水などの液体の入った容器や金属物を置 
かないで < ださい。 

• 特におモ様にはごミ主意ください。 


分解、改造をしない 


分解禁止 



機器び故障したり、金属物び入ると、やけどや乂災の 
原因になります。 

• 内部の点検や修理は、販売店にご依頼ください。 


A 注意 


設置*接続について 


不安定な場所に設置しない 

V X / •上に大きなをの、重 
いちのを載せない 
• 取扱説明書に記載されている W 外 
のち法で壁などへ取り付けない 
( SB - FS 100/ SB - PC 100) 
•壁や天井に取り付けない 
( SB - WA 1 Q 1) 

•高い場所、水平 L ソ外の場所、振動 
や衝撃の起こる場所に置かない 

機器び落ちたり、倒れたりして、 
けびの原因になることびあります。 


油煙や湯気の当たるところ、 
湿気やほこりのをいところ 
に置かない 

0 


電気び油や水分、ほこりを伝わり、 
火災-感電の原因になることびあ 
ります。 



スピーカーの 許容入力を超 
えるアンプに接続しない 



• 定格 iu 上の出力を持つアンプに 
接続すると、 スピーカーび 発熱 
し、火災の原因になることびあ 
ります。 

(SB-FS100/SB-PC100) 


ご使用について 



接続した状態で移動させよラとする 
と、コードび傷つさ、乂災-感電の 
原因になることびあります。 

また、引つかかったりして、けび 
の原因になることびあります。 


倒れたりして、けびの原因になる 
ことびあります。 

• フ□ント/サラウンドスピーカー 
のスタン ドベースの上に乗って、 
スピーカー本体をゆらしたりしな 
いで < ださい。 

• 特におモ様にはごを意ください。 









ナビダイヤル(全国共通番号 ） SS 0570-087-087 

•呼出音の前に NTT よ 0 通話料金の目安をお知らせします。 
•携帯電話- PHS • IP/ 光電話等、ナビダイヤルげご利用できない 
場含は、最畜りの修理ご相談窓口に直接おかけください。 


※電話番号をよくお確かめの上、おかけください。 


36 已曰/受付 9 時〜 20 時 

電話: ィャル 函 0120 -878-365 

■携帯電話. PHS でのご利用は… 06 - 6907-1187 

FAX ミ九 ", Mg 0120 -878-236 

Help desk for foreign residents in Japan 
Tokyo (03) 3256 - 5444 Osaka (06) 6645 - 8787 
Open: 9:00 -17:30 (closed on Saturdays/Sundays/national holidays) 


•地区-時間帯によって、集中修理ご相談窓□に転送させていただく場合がございます。 


ノけソニック修理ごホ目談窓 □ 


化ミ毎道 


巧 


札幌 札幌市厚別区厚別 

帯広 帯広市西 2 日条化 

函館 函館市西检梗 

南 2T 目 17-7 

2 了目 23-3 

己 89 ま地 24] 

巧の 11 旧 94-1 251 

巧 （0155)33-8477 

(函館流通卸 

旧 JII 姐川市 2 条通 16T 目 

1166 

巧の 166)22-3011 


センター内） 

巧 （0138)48-6631 


鳥取 鳥取巿安長 2 目已 -1 

巧 (0857)26-9695 

米子 米子市米原 4 了目 2-3 吕 

巧 （0859)34-2129 

松江 松江市平成町 

182 番地 14 

0(0852)23-1128 

出 雲 出雲巿渡橋町 416 

巧の 853)21-31 33 

浜田 お田市下府町 

327-93 

巧 (0855)22-6629 
岡山 岡山巿田中 138-1 10 
巧 (086)242-6236 

広島 広島巿西区南観音 
ITS 13-5 

巧 （082)295-5011 

山 □ 山口巿ル郡下郷 

220-1 

巧 (083)973-2720 


四国 地区 

香川 高ネ公市勒使町 1 已 2-2 

巧 （087 旧 68-6388 

徳島 徳島市沖お 2T 目 36 

巧 (088)624-0253 

高知 高巧市仲田町 2- 16 

巧 （088 旧 34-31 42 

愛媛 愛媛県伊予郡祗部町 

八倉 75-1 

巧 (089)905-7544 





福岡 春曰巿春曰公園 

大分 大分巿秩原 4 了目 

天草 天草市港町 18- 11 

3T 目 48 

8-35 

巧 （0969)22-3125 

巧 (092)593-9036 

巧 （097)556-3815 

鹿巧島 鹿児島市与次郎 

佐賀 佐賀市鍋島町大字 

宮崎 宮崎市本郷北方 

1 了目己- 33 

八戸宇上深町 3 日 44 

字草葉 2099 -2 

巧 (099)250-5657 

0(0952)26-9151 

3(0985)63-1213 

大島 を美市名瀬朝仁町 

長崎 長崎市東町 191 日-] 

負!本 熊本市健軍本町 12-3 

1 1-2 

巧 （095)830-1658 

巧 (096)367-6067 

巧 （0997)53-5101 



所在地、電話き号が変更になることがちりますので、ちらかじめご了承くださし、。 



近畿 地区 


滋賀栗東市霊仙寺 1 了目 

1-48 

巧 (077)582-5021 

京都 京都市伏見区竹田 
中 川原町 7 1-4 

巧 （075)646-2123 

大阪 大阪巿城東区関目 

2T 目]己-己 

巧 (06)6359-6225 

奈良 大和郡山市筒井町 
800 番地 

巧 (0743)59-2770 

和歌山和歌山市中島 499- 1 

巧 (073)475-2984 

兵庫 神戸市須磨区弥栄台 

3T 目] 3-4 

巧の 78)796-31 40 


東 化 


青森 青森市大字お田 

岩手 盛岡巿厨川巳 T 目 

山お 山お市平清水 1T 目 

字豊田 364 

1-43 

1-7 己 

巧 （017)775-03% 

巧 （019)64 日-目 130 

巧 （023)641-81 00 

秋田 秋田市が姐川 

宮城 仙台市宮城野区扇田 T 

福島 郡山市亀田 1T 目 

字ル谷地 3-] 

7-4-18 

巳]- 1 巳 

S (018)868-7008 

巧 (022)387-1 117 

巧 （024)991-9308 


栃木 宇都宮市上戸祭 
打目 3-1 9 
巧 (028)689-2555 

群馬 前橋市箱田町 32 己- 1 

巧 (027)254-2075 


巧城 


つく ば市筑穂 3 T 目 
15-3 

a (029)864-8756 


首都圍 


i 奇玉 桶川巧ホ掘 2T 目 4-2 

巧 (048)728-8960 

千裏 千葉市中央区末広 

■ST 目 Q- 已 

巧 （043 に 08-6034 

東京 東京都世田谷区 

宮坂 2 了目 2 日 -17 

巧 (03)5477-9780 


山梨 甲府市宝 1 T 目 4- 13 

巧 (055)222-5822 

巧筑 II 横浜市道南区曰野 
己 T 目 3-16 
巧の 45 旧 47-9720 

新漏 新瀉市東区東明 

1T 目 8-14 

巧 （025)286-0180 





石川 金ミ尺市横川 3T 目 2 曰 

巧 (076)280-6608 

長野 お本市寿: i ヒ 7 了目 3-1 1 

巧 (0263)86-9209 

岐阜 岐阜巿中謂 4T 目 4 吕 

巧 (058)278-6720 

富山 實山市根塚町 1 了目 

1-4 

巧 (076)424-2549 

静岡 静岡市妻区千化田 

7T 目 7 -已 

巧 (054)287-9000 

局山 局 山巿巧岡町 3 了目 

82 

巧の 577)33-061 3 

福井 福井市問屋町 2 了目 
14 

巧 （0776)21-0622 

愛知 名ち屋市瑞穂区 

塩入巧 8- 10 

巧 （052 旧 19-0225 

王重 津市久居野村巧 
字山巧 42 ] 

巧 (059)254-5520 


巧証と アフターサービス r よくお読みください^ 


修理-お取り扱い-お手入れ 

などのご相談は… 

まず、お買い上げの販売店へ 

__ お申し付けくだをい。 


転居や贈答品などでお困りの場合は… 

♦ 修理は、サービス会社-販売尝社の「修理ご相 i 炎窓□」へ！ 

♦ 使いかた-お買い物などのお問い含わせは、「お客様ご相談センター」へ！ 

■保証書（別添付） 

お買い上げ曰-販売ち名などの記入を必ず確かめ、お買い上げの販売店か日 
お受け取りください。よくお読みのあと、保管してください。 

r 保話期間：お買い上げ曰か5本体1年間 I 
■補修用性能部品の保有期間 M\ 

当社は、スピーカーシステムの補修用性能部品を、製造巧ち切0後8年 
保有しています。 

注）補修用性能部品とは、その製品の機能を維持するために必要な部品です。 



ご連絡いただをたい内容 


製品を 

スピーカーシステム 

お買い上げ曰 

年月曰 

品番 

SB - TP 100 

故障の状況 

でさるだけ具体的に 

「よくあるご質問」「メールでのお問い合わせ」などはホームページを 
ご活用ください。 http :// panasonic . jp / support / 


修理を依頼されるとを 

もラー度取扱説明書をお読みいただき、ご確認のラえ、直5ないとさは、 
まず電源プラグを抜いて、お買い上げの販売店へご連絡ください。 

• 保証期間中は 

保証書の規定に従って、出張修理をさせていたださます。 

• 保 ME 期間を過ぎているとさは 

修理すれば使用でさる製品については、ご要望によ0修理させていただ 
をます。下記修理料金の仕組みをご参照のラえ、ご相談ください。 

• 修理料金の仕組み 

修理料金は、技術料-部品代-出張料などで構成されています。 

暦術料 1 は、診断-故障個所の修理および部品交換-調整-修理完了時 
の点検などの作業にかかる費用です。 

は、修理に使用した部品および補助が料代です。 

[ ffiSPn は、製品のある場所へ技術者を派遣する場含の費用です。 

ご相談窓□における個人情報のお取り扱い 

ノ くナソこック株式会社およびその関係会社は、お客様の個人情 
報やご相談内容を、ご相談への対応や修理、その確認などのた 
めに利用し、その記録を残すことがあります。また、折り返し 
電話させていただ<とさのため、ナンバー-ディスプレイを採 
用しています。なお、個人情報を適切に管理し、修理業務等を 
委託する場合や正当な理由がある場合を除さ、第 与 者に提供し 
ません。お問い合わせは、ご相談された窓口にご連絡ください。 


修理に関ずるご相談 使いかた-お買い物などのご相談 


バナソニック 修理ご相談窓 □ パナソニック お客様ごホ目談センター 


♦ま全上のごま意 


•保証と 5 

アフタ—ヴービス J ~ 


0608 


RQT8571 










お手入れ 

柔日かい巧でふいてください。 

ひどいミちれは、薄めた台所用洗剤（中性）を含ませた布でふさ、後はか日ぶさしてください。 
• アルコールやシンナーは使わないでください。 

• 化学ぞラさんをご使用の際は、そのミ主意書に従ってください。 


音のエチケット 

楽しい音楽ち時と場所によっては気 
になるちのです。特に静かな夜間に 
は窓を閉めたり、へッドホンをご使音のエチケット 
用になるのち一つの方法です。 シンボルマーク 



愛情点検 

長年ご使用の スピーカーシステムの 点検を 

の 


こんな症状は 
ありませんか 

•煙び出たり、異常なにおいや音びする 
•音び出ないことびある 
• 正常に動作しないことびある 
• 商品に破損した部分びある 
• その他の異常や故障びある 

► 

このよラな症状の時は、 
使用を中止し、故障や事 
故の防止のために、必ず 
販売店に点検をご相談く 
ださい。 



便利メモ 

おぼえのため 
記入されると 
便利です 

お買い上げ曰 

年月 曰 

品番 

SB - TP 100 

販売店名 

巧 （ ) - 

お客様ご相談窓口 

巧 （ ) - 


パナソニック株式会社 AVC ネットワークス社ネットワーク事業グループ 

〒已71 -8 已04大阪府門真市松生町番1已号 
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